
 
 

 

2024 年 ICGN 年次バーチャル・ジャパン・フォーラム 

共催：東京証券取引所 

2024 年 9 月 19 日（木） 16:00～18:30（日本時間） 

 

               

金融庁の「コーポレートガバナンス改革の実践に向けたアクションプログラム」や東京証

券取引所の取り組み等により、コーポレートガバナンスの強化が継続的に推進される中、

今日の好調な株式市場の動向からもわかるように、魅力的な金融センターとしての日本に

対する世界の投資家の信頼は高まっています。投資家と企業は、この進歩の恩恵を最大限

に受けるために、どのように協力できるでしょうか。 

 

16:00 – 16:05 ICGN、ジェン・シッソン CEOからの挨拶   

16:05 – 16:10 東京証券取引所、青克美取締役常務執行役員からの挨拶 

16:10 – 16:20 金融庁企画市場局、油布志行局長 基調講演 

16:20 – 17:20 実効的な対話：いかに企業と投資家は明確に意思疎通できるか？ 

いかなる市場でもコーポレートガバナンスが効果を発揮するには、企業と株主が長期的な

企業価値の創造を追求する建設的な対話を行う必要があります。エンゲージメントを効果

的に機能させるには何が必要でしょうか? 投資家と企業はエンゲージメントから何を得た

いのでしょうか? 期待のギャップをどう埋めることができるでしょうか? 

• 井口譲二氏、ニッセイアセットマネジメント、チーフ・コーポレートガバナンス・ 

オフィサー、執行役員 

・クレア・ムーア氏、バンガード・アセットマネジメント、EMEA/APACインベストメント・

スチュワードシップ・ディレクター 

・高山与志子氏、ジェイ・ユーラス・アイアール副会長、ICGN元理事 

・山城正也氏、三井住友トラスト・ホールディングス執行役 

モデレーター：芝坂佳子氏、IFRS財団アジア・オセアニア・オフィス、ディレクター 

17:20 – 18:20 独立性の文化：社外取締役と指名委員会はいかに独立した意見を    

活かすことができるのか? 

現在、プライム市場上場企業の 95%は、取締役会の 3分の 1以上の独立取締役が就任してい

ます。独立取締役は、取締役会の意思決定に独立した判断、外部の経験、客観性を提供

し、企業の意思決定に貴重で公平な視点を提供するとともに、少数株主の利益を代表する

立場にあります。取締役会は、独立取締役の実践的な活用のために何をする必要がありま

すか? 投資家は独立取締役に何を求めているのでしょうか? 後継者計画を検討する際、指

名委員会はどのような問題を考慮すべきでしょうか? 



 
 

・前田東一氏、荏原製作所取締役会長 

・古布薫氏、インベスコ・アセットマネジメント、日本株式運用部、ヘッド・オブ ESG 

・林拓矢氏、あずさ監査法人、マネジング・ディレクター 

・べガード・トルスネス氏、ノルジェス・バンク・インベストメント・マネジメント、 

リード・アナリスト 

モデレーター：小平龍四郎氏、日本経済新聞社論説委員兼編集委員 

 

18:20 – 18:30 ICGNからの閉会の挨拶 


